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はじめに

利　光　正　文

　インドネシアにおけるムハマディヤの研究の第一人者アルフィアンの近

著rムハマディヤ～オランダ植民地政策の下でのムスリム近代主義者組織

の政治行為①』を見ると，創立以来のムハマディヤの歴史が実証的に描き出

されている。特に，ジャワとミナンカバウでのムハマディヤ運動に関する

詳細な研究は，まさに見事の一言に尽きる。すでに，ピーコックや中村光

男の研究により②，ムハマディヤ発祥の地ジャワでの運動の起こりと発展

およびその理念が精緻に解明されてきた。ミナンカバウのムハマディヤに

ついても，ハムカやタウフィック・アブドゥルラの研究③がある。南スラ

ウェシ（セレペス）のムハマディヤ運動に関する研究がマトゥラダを初めと

していくつか出てきた④｡ムハマディヤ研究の最近における進展ぶりは，ま

さに目を見張らせるものがある。しかしながら,インドネシアは多くの島々

から成る島嶼国家であり，ムハマディヤの支部はインドネシアの全域に広

がっているため，主要な島々のムハマディヤ支部についての究明，すなわ

ち地方支部研究が中央本部の研究と並行して進められる必要がある。

　さて，小橋で取り扱われる北スラウェシは，ムハマディヤ運動の中では

かなり重要な地域である。なぜなら，その中心地であるゴロンタロは，ア

ルフィアンが「ムハマディヤが拡大に成功し，ムスリムが集中して居住す

る地」⑤と述べているように，ムハマディヤ支部の中では優等生の部類に属

する地と言えるからである。しかし，北スラウェシのムハマディヤに関す

る研究は極めて限られている。イブラヒム・ポロンタロの研究⑥が唯一と

言っても過言ではない。限定された材料により，何かを解明しようと言う

－117－



のは至難の技であるが，将来における体系的な研究の第一歩として，ムノ

マディヤ・ゴロンタロ支部成立前後の事情について考察してみたい。

１．ゴロンタロのムハマディヤ支部成立前史

　北スラウェシの中心都市はメナドである。メナドは地理的にフィリッピ

ンと近く，スペイン人によるミナハサ族への宣教活動が盛んに行われ，キ

リスト教が定着した。メナド(ミナハサ族)のキリスト教徒は90％に達する

と言われる⑦。1930年当時のメナド市の人口構成は，次のとおりであった。

残念ながらゴロンタロ市の人口が分からないけれども，1961年のインドネ

シア中央政府統計局の人ロセンサスによると，マナド(メナド)市129,912人

図１．北スラウェシ（セレペス）（現在）

表１．メナド市の人口構成（1930年）

ヨーロッパ人
原　住　民
(ｲﾝﾄﾞ牡ｱ人) 中　国　人 その他の外国人 合　　計

1，444 20,080 5,375 585 27､482

出典）Dutch East lndies. Centraal Kantoor voor de Stastiek : lndisch

　　　verslag. Netherlands lndian report，1931－1941，P.22.
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に対しゴロンタロ市71,378人で約５害り強の比率である⑧。単純に比定はで

きないが,ある程度の目安にはなると思う。メナド市の人口も30年間で4.

7倍に増加している。

　さて，ゴロンタロ市へのイスラームの伝来はテルナテ王国のイスラーム

化と大いに関係がある｡テルナテにイスラームが伝来するのが15世紀後半

とされており⑨，イスラーム化により強化となったテルナテのスルタンが

ゴロンタロヘもその支配権を及ぼすようになるので，ゴロンタロヘのイス

ラームの伝播は16世紀前半くらいであろう。キリスト教徒の地メナドに対

して，ゴロンタロは北セレペスのイスラームのセンターとなる。加えて，

南セレペスのマカッサル・ブギス族は古来より海洋民として有名であり，

海上交易を業としていた。そして彼らは熱心なイスラーム教徒となってい

った。北セレベスのイスラーム教の中心地ゴロンタロとセレペスの中心マ

カッサルとは海上貿易を通しての緊密な交渉があったものと思われる。ス

ラウェシは陸路による交通は非常に困難を極めるが，海上交通はいともた

やすく往来する。

　次に，ムハマディヤ･ゴロンタロ支部成立までの経過をみてみたい。 1912

年，キャイ・ハジ・アフマド・ダフランによってジョクジャカルタ（中部ジ

ャヮ）でイスラームの改革団体ムハマディアが設立された。続く17年，下

部団体として婦人組織アイシヤ（Aisjijah）とボーイ・スカウト組織ヒツブ

ル・ワタン（Hizbu1 Wathan）が誕生した。スエズ運河の開通（1869年）によ

り，インドネシア人ムスリムのメッカ巡礼は急増し，当地やエジプトに留

まって勉強する若者も多数いた。ミナンカバウ人達は進取の気象に富んで

おり，教育ランタウ（外界への出向）する青年達も多く，西アジアやエジプト

で浸達していたイスラーム改革思想を摂取して帰国する傾向が強かった。

この動きは，やがてパドリ戦争へと収斂されてゆくが，30年にもわたって

戦われたこの反オランダ闘争は，その残した傷痕も深く，その後のイスラ

ーム改革運動のイニシアティヴをジャワ人に譲り渡す結果となった。 1926

年のムハマディヤ・パダンパンジャン支部の成立は，イスラーム改革運動

のジャワからの逆輸入と言えるかもしれない。 1912年に設立されたムハマ

ディヤは，20年代になるとジャワ以外のいわゆる外領にその支部を拡大し
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てゆくことになる。

　残念なことに，イスラーム化以後のゴロンタロの詳細な歴史は分からな

い⑩。時代は20世紀にとんでしまう。これ以後の記述はその大半をイブラ

ヒム・ポロンタロの『ゴタンタロの半世紀ムハマディヤ発展史』に拠って

進めてゆく。ジョクジャカルタでムハマディヤが設立されたと同じ時（1912

年），ゴロンタロでもシラジュッディン･オリイ（Siradjudin 01ii）によってイ

スラームの勉強グループ，ディヌル・イスラミヤー（Dinul lslamiyah）が組

織された。 17年にはイスラーム同盟の委員長チョクロアミノトが同盟の宣

伝と細胞組織を作るためゴロンタロを訪問した。しかし，結局は同盟の組

織作りは成らなかったようである。 1927年，ムハマッド・サイド（H.Mu-

hamad Said），ウスマン（J.Usman），ボウエ･ナサル（Bouwe Nasaru），ヒネ

ロ（A.Hinelo）らが中心となってタブリフル・イスラーム（Tablighul lslam）

を結成した。この組織はコーランとハディースに基づいてイスラームの正

しい教えを広め実践するというもので，イスラーム改革運動の実践団体と

なった。この組織がムハマディヤ支部の原細胞である。 1929年，ジョクジ

ャカルタのグヌン・サリ・イスラーム師範学校（Guru Kweekschoo1 Gunung

Sari）を卒業した。スフ・オトルワ（Jusuf otoluwa）が，ゴロンタロヘ帰っ

て来た。彼はジョクジャカルタでムハマディヤ運動を身を持って経験して

いた。オトルワはイスラーム勉強会ジャマアー・プンガジアン・イスラー

ム（Jamaah Pengajian lslam）を主宰するとともに，タブリフル･イスラーム

の幹部となった⑥。

　ところで，ゴロンタロにおける教育の発達はどうであろうか。20世紀初

頭のオランダの倫理政策開始以来，インドネシア各地に植民地政府による

学校が設立されるとともに，私立学校も続々登場した。ゴロンタロでは

1922年イナ・ダタウ・オリィ（lna Datau 01H）によって女子学校（Sekolah

Nona）が創立されたのを手はじめに，25年にはレクソスミトロ（Rek-

sosumitro）がウナウナ（Una-Una）のイスラーム同盟によって建てられたオ

ランダ・インドシア人学校（Hollandsch lnlandsch Schoo1）をゴロンタロヘ移

し，27年にはカレル・ポナモン（Kare1 Pnamon）がオランダ･インドネシア

人コーラン学校（HIS Met de Qoran）を設立するとともに，29年にはスルヨ。
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クスモ（Suryo Kusumo）がHISの上級学校レクソ･スルヨ（Rekso-Suryo）研

究所を作った⑩。このような時，ジョクジャカルタのムハマディヤ学校で学

んだ。スフ・オトルワがゴロンタロヘ戻ってきたのであった。学校教育を

受けた若者たちがイスラーム改革運動に傾倒し始めるのは，自然の成り行

きであった。

２．ゴロンタロ支部設立

　ムハマディヤ支部を作る場合，その地にあるイスラームの小組織あるい

はジョクジャカルタのムハマディヤ本部どちらかの働きかけにより互いに

連絡を取り合い，中央本部より代表が出向いて指導を行って，機が熟した

時を見計らってムハマディヤ支部として承認するという場合が多いようで

ある。ゴロンタロのケースではタブリフル･イスラームが組織されており，

ムハマディヤ学校で学んだ。スフ･オトルワがその幹部となることにより，

支部創立に向けての歩みが始まる。 1929年，ムハマディヤ設立委員会が結

成された。委員会を構成するメンバーは。スフ･オトルワ，ムハマッド・

サイド(H.Muhamad Said)，アフマッド・ブジ(Ahmad Budji)，トム・オリ

イ(Tom 01H)，フセイン・アカセ(Husain Akase)，ウティナ・ブルアティ

　(UtinaH.Buluati)，ウマル。バサラマ(Umar Basalama)，アブドゥルラ・フ

ォン・プレイ(Abdullah von Grey)，ボウェ・ナサル(Bouwe Nasaru)，ムフ

シン・モハマッド(Muhsin Mohamad)の面々であった。このうち，トム・

オリイは北スラウェシのムハマディヤ・リーダーとして，長くその職に留

まる。フォン･プレイはオランダ人のハジとして名を知られていた⑩。南ス

ラウェシのマカッサルでは1926年に支部が設立されており，数年間で他地

域にも支部が拡大し，ムハマディヤ運動の強固なとりでの１つとなる。南

スラウェシからの様々な働きかけがあったものと想像されるが，ここでは

それについて触れる余裕がない。

　上記委員会の活動を経て，1929年９月８日，ムハマディヤ・ゴロンタロ

支部の発会式がフォルトゥナ映画館(Fortuna Bioskop)で持たれた。発会式

への来賓は，ムハマディヤ中央本部書記長モハマッド・ュヌス・アニス
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表2.Bestuur　Cabang　Muhammadiyah　Gor-

　　　ontalo（ゴロンタロ支部役員）（1929年）

Ketua(委員長)

WakiI Ketua(副ﾉﾉ)

Sekeretaris(書記)

Bendahara(会計)

Commisaris(委員)

:Tom O】il

:Jusuf otoluwa

:Mohamad Dunggio

:Muhsin Mohamad

:1.Haji JusufAbas

　2.Umar Basalama

　3.Husain Akase

　4.Murasyid Mohi

　5.J.Kamaru

　6.DjufriMohamad

　7.Marl Baladrab

出典）lbrahim Polontalo,Sejarah Perkembangan

　　　Muhammadiyah Setengah Abad Di Gor-

　　　ontalo，P.15.

(Mohammad JunusAnis)，

ゴロンタロ警察署長ファ

ン・ダム(van Dam)，ゴ

ロンタロ政庁官吏アブデ

ィ・イラフデ(Abdi　lla･

hude)であった。この時，

ムハマディヤ・ゴロンタ

ロ支部の正式化淳郎承

認)請願が採択された。ゴ

ロンタロが支部として認

められたのは29年の12

月９日のことであった。

中央本部の機関誌So-

ewara Moehammadija

　（ムハマディヤの声）によると，ゴロンタロ支部成立後約１年と数カ月間の会

員は143名，その内訳は支部やそれぞれの部門の役員が37名，一般会員

106名となっていた。さらにその間22回の集会を持ち，手紙は53通を出し

39通が寄せられ，ゴロンタロ市外へは５回の宣伝活動と14回のタブライ

　（Tabligh伝道）を行った。加えて，オランダ･インドネシア人コーラン学校

と宗教学校ブスタヌル・アトファル（Boestanoeに1thfaDを運営するために

二軒の家を借り，普通教科と宗教科目のための４人の教師を抱え，43人の

オランダ･インドネシア人コーラン学校生徒（男女共学）と37人の宗教学校

生徒（男のみ）がいた⑩。このムハマディヤ学校については副委員長のオト

ルワが責任者となり，その運営に携わった。

　さて，ゴロンタロの支部会議は第１回が1932年に開かれている。この年

はマカッサルで第21回ムハマディヤ全国大会（５月１－７日）が開催されて

おり，ゴロンタロ支部は代表として副委員長オトルワと書記モハマッド・

ドゥンギオを派遣した⑩。この時，同じセレペスの一員として，ゴロンタロ

支部がマカッサル支部にいかほどの支援を与えたか定かではないけれど

も，反対にゴロンタロがこの大会から大きな刺激を受けたであろうことは
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察して余りある。このことが後年の北セレペス全権委員会設置へと続く。

第２回ゴロンタロ支部会議は翌33年に開かれ，34年には第３回会議が催

された。この第３回会議でMajlis Perwakilan Pengurus Besar Muham-

madiyah Daerah Keresidenan Manado atau Daerah Sulawesi utara （メ

ナド理事州および北スラウェシ地区ムハマディヤ代表会議）が設けられ,やがてそれ

は北セレベス全権委員会の成立となって結実する。この時点での北セレペ

スとは，現在の行政区雨でいう中部スラウェシもその中に含んでいる。全

権委員会のメンバーは次のとおりである。この表を見るとメナドを初めと

表3.Konsulat Muhammadiyah(ムハマディヤ全権委員

　　　会)(1934年)

Ketua　　　　: Tom 01il

WakiI Ketua　: lduna Baga

Sekeretarisl　:Djafar Mokie

SekeretarisII : Kadudu Dungga

Bendahara　　: Asikin Datau

Commisaria　: Djibong(Luwuk支部)

　　　　　　　　:JusufHarisah(Manado支部)

　　　　　　　　:MohamadToha【Dongga】a支部)

　　　　　　　　:UntaMokodongan(Kotamobagu支部)

出典）lbrahim Polontalo，op.cit.，P.19.

して，北スラウェ

シではいくつかの

支部が成立してい

ることが分かる。

勿論，全権委員会

の本部はゴロンタ

ロに置かれた｡尚，

第３同会議にはム

ハマディヤ中央本

部副委員長ムフタ

ル(K.H.Muchtar)

とその妻およびアイシヤ中央本部代表バディラー・ヅビル（Sitti　Badilah

Zubir），ムハマディヤ青年部（Pemuda Muhammadijah）の代表アスディ・ナ

ルジョ（Asdi Nardjo），さらにゴロンタロ政庁の役人達が来賓として出席し

た⑩

３．支部活動

　タブライについてもう少し詳しく見ると，

「1931年２月19 ・20 日の夜，ムハマディヤ学校でタブライ集会が持たれ

た。約150人の男女が集まり，ブルアティ（H.Boeloeati）がコーランと

ハディース（伝承）の解釈について説明した。そして集会の中で，６ヵ月
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｜

　前からイスラームに改宗し，ムハマディヤの会員となったミナハサ入の

　元クリスチャン，キンダンギア（A.Kindangia）が紹介された⑥｡」

　「断食明けの祭り（Lebaran）にはトム･オリィ，ラマドラウ（sitti M. Lamad･

　1aw），キルディアト（S.Kirdiat）らムハマディヤ幹部が出席した集会が持

　たれ，レバランの意義とコーランとハディースの意味，そして神アラー

　によってムスリムに課せられた義務等についての演説をトム・オリィが

　行った⑩｡」

どスアラ･ムハマディヤ。に記されている。さらにこの機関誌によると，

ザカート・フィトラ（zakat fitrah断食明けの供米）に50名程の貧しい男女が

集まり喜拾をうけ，イスラームでは禁じられているトゥアク（toeakャシ酒）

売りがモスクにやって来て安売りし，貧しい人たちも競って買い，それを

飲むと報告している⑩。どうも，イスラーム最大の祭りレバランの時は無礼

講のようである。この時ばかりはムハマディヤの面々も大目に見るのかも

しれない。しかし，フトバ（choetbah説教）は積極的に行い，アラビア語と

その土地の言葉でイスラームに関する知識を正しく教え込もうとしたこと

がうかがえる。

　次に，出版活動へ目を転じよう。ムハマディヤはイスラームの正しい理

解を普及させるため出版活動に力を入れる。 1922年にタマン・プスタカ

　（Taman Poestaka 図書館）部門を設けイスラーム関係の書物とムハマディヤ

で発行した出版物を収蔵していく。ちなみに，1924年の゛スアラ・ムハマ

ディヤ,，ではタマン・プスタカを特集している。

　20世紀の初頭，インドネシア各地で新聞及び雑誌がまさに゛雨後の笥。

の如く発行された。それは，インドネシアの民族主義運動の勃興と軌を一

にしており，インドネシア史上，啓蒙と覚醒の時代といえるかもしれない。

オランダ語の新聞もあるがインドネシア語のものが圧倒的に多く，Bahasa

Melayu（ムラュ語）がインドネシア人の共通語としての市民権を得てゆく過

程がよく分かる。ジャカルタの国立図書館が収蔵している1810年から

1984年までに発行された新聞のカタログ⑩を見ると，メナドでは1920年か

ら40年の20年間で実に26種もの新聞が発行されていた。

　このうち『アル・イマーム』は月刊誌でトム・オリィが編集長を務めた。
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表４．ゴロンタロで発行された新聞（1920－1940）

新　　聞　　名 発行年
四　　　但五
ロ　　　ロロ

ＰＥＲＳＡＵＤＡＲＡ'ＡＮ

ＯＥＴＯＥＳＡＮ ｌｓｌａｍ

ＤＥ ＪＥＵＧＤ

ＡレＩＭＡＭ

ＫＥＷＡＤＪＩＢＡＮ Ｋｉｔａ

ＰＥＲＩＮＧＡＴＡＮ

1926－1927

1927

1932

1932－1933

1934

1934

インドネシア語

インドネシア語

オランダ語

インドネシア語

インドナシア語

インドネシア語

出典）KATALOG SURAT KABAR

　　　kan Nasiona1 1810－1984.

Kojeksi Perpusta-

さらにゴロンタロ

支部ではフセイ

ン・アカセが責任

者となり，Jaar-

verslag(年報)を発

行し，ムハマディ

ヤ会員に販売する

とともに，一般の

人へも購読を呼び

かけた。

　教育活動については前章とやや重複するが，ゴロンタロの学校だけでは

限界があり，メナドの近くトンダノのミュロ学校(Mulo Tondano)やマカッ

サルの標準学校(Normaal Schoo1Makasar)，あるいはアンボンの師範学校で

教育を受け，ゴロンタロに帰ってきた。

　ところで,1934年までに北スラウェシではペタ･サンギル･タラウド(Peta

SangirTalaud)，メナド，アムラン・ミナハサ(Amurang Minahasa)，コタモ

バグ(Kotamobagu)，ゴロンタロ，ドンガラ，ルウク(Luwuk)と７つのムハ

マディヤ支部が誕生し，この年トム・オリィがコンスル(konsu1全権代理)

に就任，1956年までその地位にあった。

４．アイシヤ（Aisjijah）の活動

　アイシヤはムハマディヤの婦人組織として，1917年にアフマド・ダフラ

ンによって設立され,現在に到っている。この組織はムスリム女性の啓蒙，

特にイスラームヘの正しい理解を呼びかける伝道活動に力を入れるととも

に，女子教育のためアイシヤ学校を設立，イスラーム教育科目だけでなく

西欧の近代普通科目も教授することにより，近代世界に適応可能なムスリ

ム・インテリ女性の養成を目ざしている。さらに，病院（産婦人科）や診療

所，孤児院や救済院等の経営による社会福祉活動にも力を入れている。こ

の団体はムハマディヤの下部組織でありながらも，半ば独立した団体とし
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て，そのシステムや活動は別個のものである。機関誌゛スアラ･アイシヤ。

は1926年に創刊され，゛スアラ･ムハマディヤ,，と比べても全く遜色なく，

ムスリム女性のための重要な啓蒙雑誌となっており，インドネシアの女性

運動史を解明するための貴重な史料ともなっている。

　創立時のアイシヤ委員長はシティ･バリア（Sitti Bariah）が務めていたが，

1923年からダフランの妻ニャイ・ダフラン（Njai Dachlan）にバトンタッチ

し，以後，ニャイ・ダフランは名実ともにアイシヤの象徴となり，ムスリ

ム女性の啓蒙と社会福祉活動に全身全霊を捧げた。現在，彼女はインドネ

シアの民族独立英雄の一人とされており，ムスリム女性の尊敬を集めてい

る⑩。

　ここで，ゴロンクロにおけるアイシヤの活動について見てみよう。この

地のアイシヤ支部は1930年４月12日に設立された。それに先立ち，ゴロ

ンタロではワル・アシュリ（WaトAshri），アズ・ザキラ（Adz dzakirat），シ

スウォ・プロジョ（Siswo－Projo）と言ったムスリムの女性による小規模な

イスラーム勉強会が作られており，タブライや女子教育に向けての準備が

なされていた。そして，このような個々の活動がアイシヤの支部として一

つにまとまって組織化されたのである。その統一集会には60名前後のゴロ

ンタロの女性が参集し，1930年４月12日，アイシヤ･ゴロンタロ支部は誕

生した肌幹部会メンバーは以下の如くである。そして，同年９月７日，ゴ

ロンタロのアイシヤ学校（sekolah Aisjijah）が聞かれた。開校式には約60名

アイシヤ・ゴロンタロ支部役員(1930年)

Ketua(委員長)

Wakil Ketua(副ﾉﾉ)

Sekeretaris(書記)

Bendahara(会計)

Commisaris(委員)

:Marie Lamadilawo

:Marie Dambea

:Marie Su】eman

:Zubaedah Dungga

:Zenab Sabu

　HadidjahHusa

　SaripahBaga

　Hawa olil

　ldaDunda

出典）Ibrahim Po】ontalo，op.cit.，P. 20.
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のアイシヤ会員はもちろ

ん,多くの人々が出席し，

来賓として，ゴロンタロ

政庁の役人，報道機関の

代表，政庁官吏組合の代

表，他学校の教師等が招

かれた。そして，この学

校についでスアラ・ア

イシヤ。は次の様に報じ

ている。



北セレペス（スラゥェシ）の初期ムハマディャ運動に関する覚え書

　　　「この学校はわれわれに，将来，ゴロンタロの女性がいかにして発展

　するか，あるいは身心の発達のためにいかに科学を実践するかというこ

　とに関して，希望と確信を与えるのである。 1930年９月７日のこの学校

　の開校は，金色のインクでもってゴロンタロの歴史の中に書き加えられ

　なければならない。

　　当校にばBoestanoeI Atfal ㈲誦の園ハという名が冠せられた。願わ

　くばこの学校に全能の神の御加護と人々の物心両面の援助があらんこと

　を。そして，学校の設立が成功裡に終わることを願ってやまない⑩｡」

　このようにして，アイシヤ支部の活動は学校教育から始められた。こう

した教育のため，ジャワから特別に教師が招聘された。最初は1931年にア

ブドゥル・ラウフ（Abdur Rauf），33年にラデン・ヒマム（Raden Himam）と

アブドゥル･ハヤト（AbdulHayat）の３名である⑩。上記の講師たちはアイ

シヤ学校だけでなく，ムハマディヤが関係する学校で教鞭を執ったようで

あるが，それにしても，アイシヤなかんずくムハマディヤの教育活動にか

ける熱意がひしひしと示わって来る。

　尚，アイシヤとともにボーイ・スカウト組織ヒツブル・フタン（Hizboel

Wathan）も活動しているが，ここでは触れる余裕がないので，後に稿を改

めて取り扱いたい。

おわりに

　1940年に開かれた第９回北セレペス区ムハマディヤ会議は，北セレペス

のムハマディヤ創立10周年記念という節目の時期で，盛大に行われた。北

セレペス地区の支部は40年時点で７つになっていた。ペタ・シンギル・タ

ラウド（Peta Sangir Talaud 3グループ），メナド（Menado 4グループ），アム

ラン（Amurang 1グループ），コタモバグ（Kotamobagu 3グループ），ドンガラ

　（Donggala 4グループ），ルウク（Luwuk 6グループ），ゴロンタロ（20グループ）

である。地図上の位置は左のとおり。ただし，ペタ・シンギル・タラウド

は比定できなかった。この会議は４月23目から30日までの一週間開催さ

れ，ジョクジャの中央本部から副委員長の。ヌス・アニス（Junus Anies）を
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初めとする，政庁役人や

報道機関の代表等多数の

来賓を招いて実施され

た。それは北セレベスの

ムハマディヤ運動にとっ

ての一大イペントであ

り，イスラーム改革運動

が軌道に乗った証しでも

あった。南セレペスには

はるかに及ばないけれど

も，北セレペスのムハマ

ディヤはゴロンタロを中

心として確実な歩みを続

けていた。

　以上，極めて大雑把に

北セレペスのムハマディ

図２．北セレベスのムハマディヤ支部（1940年）　ヤ運動について，ゴｇン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タロに焦点を定めながら

考察してきた。メナドも大切ではあるが記述する余裕がなかったので，今

後の課題としたい。ともあれ，ムハマディヤの主要な支部を見てゆくこと

がこれからのムハマディヤ研究のメイン・テーマとなると思われるので，

現地史料にあたりながら，少しづつこの点の解明をしてゆきたいと思う。
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